
















































































































































































































にんじゃうい おまへおや さいだいじ め
「まだを義理人情を云ふッか。卿は親よか妻が大事なッか。たわけ奴が。
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」、たり なかさ いへ lままれ たも
二人の中裂きて／家の名春を保てとは／あまりにも酷き言葉哉（略）「武
おははう yた な いか かなし たびきは ははこころと
男は母に訴へぬ／泣きぬ怒りぬ悲みぬ／さはれ一度決めたる／母の心は融
? ? ??


























わがほんたい うちひえい そくり よくおと た ほんたい ぞくかう あた だいたん
我本隊の中比叡は速力劣れるが為め本隊に続行する能はずして、大胆に
ひどてきぢんちうわう とつくわん しせん くわつろ ひら き たいしつ
も独り敵陣の中央を突貫し、死線して活路を聞きしが（略）然れど大疾
たいしつあらた ひと わづ いっしへだ しあひみ けL、けん
よく体質を新にするに斉しく、僅かに一紙を隔て、死と相見たるの経験は、
たけお きおくべつゃうあらた たけお は、いきどは なみこ
武男が記憶の別様に新ならしめたり。（略）武男は母を憤らず、浪子を
ょ っま おも やうそのこ、ろがん まつ なみこ おもごと き
ば今は世になき妻を思ふらむ様に其心の禽に祭りて、浪子を思ふ毎に宛
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とほのす車ひか きごと しゅ 市、なしみお11 K詠
ながら遠き野末の悲歌を聞く知く、 一種なつかしき哀を覚へなりど
以下は 『議不如帰の歌Jの引用である。
ころ あきながつき じふしちにちあき ま ま あだぷね はいやんたう
頃しも秋の九月の／十七日の朝まだき／待ちに待ちたる敵艦は／海洋島に
ひぷたき かま つはものみないき たけお まみかずや
あらはれぬ／火蓋切らむと構へつ主 ／兵士は皆勇みけり 武男が眼中は輝
きて／胸はそ fろに騒ぎけり／ 「いざ死ぬべきは今ぞ」とて／剣の柄を握
てっきうへかけのほ すがたきじんすさ あき びゃう
りつ、 ／甲板の上に駆上る／姿、鬼神と凄まじく （略）朝しづかなる病
ゐんとなりいまゆめ たけお ほ、主 的と おもむ
院の隣室は未だ夢やらむ 武男は少し微笑みつ／また眼を閉ぢて徐ろに／
おもひす としっき たのくるしゅめへ は のぞ なみこ
思は過ぎし年月の／楽し苦き夢の上に／馳せぬ臨みぬあはれなる／浪子が
なっ きづ と おと いへのこ くさく みやこことたづ
事も懐かしく ／傷をば訪ふと音づれし／家扶とめて種々と／都の事を尋ね
き いまさら わがよひとょうら むねちず みだ
しが／聞くにつけても今更に／我世人の世恨めしの／胸は千々にと乱れ
っ、⑬











ちうわう とつくわん しせん くわつろ ひら
中央を突貫し、死線して活路を聞きし」とあるごとく「勇敢」に戦うことと


































たがひで にぎ ふた り なみだでさ ぽ へう もと お
互に手を握りヘ二人が涙は滴々として墓標の下に落ちたり。
ゃ、 ちうしやうなみだはら たけお かた た、 たけおきん なみ し
漸ありて中将は涙を払ひっ。武男が肩を敵きて「武男君、浪は死んでも、








おり くつ ひずき こ、 き ひとかげたけ お た おどろ か なた
折しも靴の響して／此処に来か、る人の影／武男は誰ぞと驚きつ／彼方を
み おも なみこ ち、 ちうしやう なみだうか たたず ふたりたがひ て
見れば思ひきや／浪子が父の中将の／涙浮めて件めり ／二人互に手
かた かな なみだお ちし こけ した
をとりて／語るつらさや悲しみや／涙は落ちて地に泌みぬ／苔の下なる
れいじん ゆめおもひいか そ かり こゑ＂＇
麗人の／夢や思や如何ならむ／あはれを添ふる雁の声ψ































































f北村透谷・徳冨草花集J（日本近代文学大系第9巻、佐藤善也 ・佐藤勝 注釈、角川書店、 1972年）
499頁。
②溝口白羊 (1891～1945）詩人。大阪の生れ。本名駒造。早大専門部法律科卒。詩を「文庫」などに
発表して注目され、詩集 Iさ、笛j（明三九・ ー0美也古図書房、杉本書店）を出したが、 『議不
知婦の歌J（明三八 ・七岡村書店、福岡書店）など多くの流行小説の通俗詩化に励み、詩壇を離れ
た。詩文集に『家庭小品 草ふぢJ（明四0・五 益世堂書店）、編書に尼港事件の記録 『国辱記j
（大九・七日本評論社出版部）がある。f日本近代文学大辞典j第3巻（日本近代文学館編、講談社、
1975年）294頁。
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＠藤井淑禎 『不知帰の時代J（名古屋大学出版会、 1990年） 59頁。
＠高田知波「「戦前」文学としての「戦後j文学一徳富直花 f不知帰jへの視点－Jr社会文学j第9
号（社会文学会、 1995年）27頁。
＊討韻要旨
谷川恵一氏は、小説と新体詩というジャンル聞の翻訳においては、小説から新体詩へという方向の
みである、こういう場合に比較することの意味はどこにあるのか、また明治30年代の新体詩が持って
いたジャンルとしての特質が内容の変質を促したのではないか、と尋ね、発表者は、 読者が既に小説
あるいは演劇によってこの作品を享受しているという前提で書かれているのは確かである、そのため
に心情表現中心になるのであろう、確かに作者溝口の個性というより ジャンルの特性が強い、と答え
た。
中丸宣明氏は、家庭小説をどう定義するのか、また、不如帰物全体を見る必要があるのではないか、
と尋ね、発表者は、不知帰は本来家庭小説ではないが、日露戦争を背景に、戦争と家庭という対比で
家庭を浮かび上がらせている、と答えた。
坪井秀人氏（座長） は、溝口には新体詩と社会の接点を求めるという意図があり、そこで家庭に受
け入れられることを狙ったのではないか、と述べ、発表者は、新体詩という歌われる形式はそれにふ
さわしい、と述べた。
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